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大学というものの観念 The,dea of a uttversity

桜楽窪箕景
オニクシヨツト

- 1 -



2004/ 7/16 17:11:18

-2-



2004/ 7/16 17:11:18

-3-



2004/ 7/16 17:11:18

についてなにも知らず、したがつて、大学にやつてきたら、すべてのことをやさしいこと
ばで説明してやらなければならいような異邦人のような存在ではありません。そして、か
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んらかのしかたで参加するようにとの誘い
こはいりたいと思う気持にすでに動かされて
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ずっとおなじでしたし、この伝統は、大学についてわれわれがもつ観念の
一部をなしてい

ます。
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た亀せ奪京をと碁受ち完喜ほ&繰ま雰琶略事:[教えられるべき]個々の科目の選択がど
こからくるか、ということはなかなか言いにくいことです。あるものは古くからあるもの
であり、あるものは新しい。あるもの (たとえば、医学や法律)は なかば専門的な科目の
ようにみえますし、他のものは、そとの世間とほとんど直接的関係をもちません。確実に
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含所を是嵩与垢貸号ぢ蕃慕曾猪含こと属静暫してない場所だからです。すなわち、職業の
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このようなもくろみはまったくないのです。
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|においてだけです。というのも、大学以後の
ことがらに自分をしばつてしまいますので、
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